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研究概要

知的財産権・論文など 研究分野 ・キーワード

研究の背景・目的

本研究のアピールポイント

小腸透過環状ペプチドを基盤とした経口バイオ医薬送達技術の開発
熊本大学 大学院生命科学研究部 (薬) 助教 近松 翔馬

➢ 他の研究との優位性・独自性
DNPペプチドを基盤とした単一の経口送達プラットフォームにより、多様なバイオ医薬品へ応用可
能である点に優位性を有する。さらに、インスリンでは可逆的多量体化を利用し、従来は送達の制
約とされてきた分子サイズを送達効率向上に活用する点に独自性を有する。

➢ 本研究により期待される社会的な波及効果
患者負担の少ない経口バイオ医薬品の実現により、QOLと服薬アドヒアランス向上が期待される。

➢ 社会貢献
本経口送達プラットフォームを多様なバイオ医薬品へ展開することで、より多くの疾患に対する新
たな治療法の創出につなげ、患者一人ひとりがより良い治療を受けられる社会の実現に貢献する。

バイオ医薬品は、タンパク質やペプチド、抗体などの生体由来分子を基盤としており、高い標的選択性と
特異性を有することから、多様な疾患の治療に広く用いられている。一方で、投与法は点滴や自己注射に

依存しており、患者負担やアドヒアランス低下が課題となっている。このため、経口製剤化が世界中で待望さ
れているが、消化酵素による分解や小腸上皮での吸収性の低さから実現は困難である。そこでこの課題を
解決するために、我々は以前、高分子化合物の小腸吸収を可能にする小腸透過環状ペプチド (DNPペプチド)
を同定した。そこで本研究では、DNPペプチドを基盤とした経口バイオ医薬品送達技術の開発を目的とした。

独自に同定したDNPペプチドという単一のプラットフォームを基盤として、
多様なバイオ医薬品へ応用可能な汎用性の高い経口送達技術

研究分野： DDS, 薬剤学
キーワード： 経口製剤、バイオ医薬品、

  DNPペプチド、血糖降下
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1. 改変DNPペプチドとインスリン6量体の

経口共投与による血糖降下作用
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2. DNPペプチド融合デュラグルチドの
   小腸内共投与による血糖降下作用

糖尿病モデルマウス

0 30 60 90 120

0

25

50

75

100

125

Time after intraintestinal administration (min)

B
lo

o
d
 g

lu
c
o
s
e
 l
e
v
e
l 
(%

 o
f 

in
it
ia

l 
le

v
e
l)

Dulaglutide or Dulaglutide-DNP

野生型マウス
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